
損　益　計　算　書
⎡
⎣ 平成29年４月１日から平成30年３月31日まで ⎤⎦ （単位：円）

科　　　目 金　　　　　　額

経
　
　
　
　
常
　
　
　
　
損
　
　
　
　
益
　
　
　
　
の
　
　
　
　
部

経 常 収 益 19,730,894,562
保 険 引 受 収 益 18,258,696,179
正 味 収 入 保 険 料 16,024,575,152
支 払 備 金 戻 入 額 360,610,497
責 任 準 備 金 戻 入 額 1,700,976,701
その他保険引受収益 172,533,829

資 産 運 用 収 益 1,425,550,859
利息及び配当金収入 902,656,774
金 銭 の 信 託 運 用 益 515,866,727
有 価 証 券 売 却 益 7,027,358
そ の 他 経 常 収 益 46,647,524
そ の 他 の 経 常 収 益 46,647,524

経 常 費 用 18,058,331,960
保 険 引 受 費 用 13,317,278,504
正 味 支 払 保 険 金 13,272,252,833
為 替 差 損 45,025,671
資 産 運 用 費 用 1,608,366,531
有 価 証 券 売 却 損 16,059,055
為 替 差 損 1,592,307,476
事 業 費 2,897,799,148
そ の 他 経 常 費 用 234,887,777
税 金 11,927,488
減 価 償 却 費 93,922,769
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 3,201,113
賞 与 引 当 金 繰 入 額 15,430,344
退職給付引当金繰入額 78,859,196
役員退職慰労引当金繰入額 31,399,999
そ の 他 の 経 常 費 用 146,868

経 常 剰 余 金 1,672,562,602
益
の
部

特
別
損

特 別 損 失 569,306
固 定 資 産 処 分 損 569,306

税 引 前 当 期 純 剰 余 1,671,993,296
法 人 税 住 民 税 及 び 事 業 税 1,446,051,574
法 人 税 等 調 整 額 △964,163,879
法 人 税 等 合 計 481,887,695
当 期 純 剰 余 1,190,105,601



(注記事項)
⑴ 　外貨建債券については、償却原価に係る換算差額を損益計算書に計上する方
法を取っております。

⑵ 　子会社等との取引による収益総額は35百万円、費用総額は42百万円でありま
す。

⑶ 　①正味収入保険料の内訳は次のとおりであります。
収 入 保 険 料 21,408百万円
支 払 再 保 険 料 5,384百万円

差　　引 16,024百万円
　　　 上記保険料21,408百万円の中には2016保険年度に対する追加保険料が

30%、4,585百万円含まれております。
　　②正味支払保険金の内訳は次のとおりであります。

支 払 保 険 金 15,172百万円
回 収 再 保 険 金 1,899百万円

差　　引 13,272百万円
　　③ 支払備金戻入額360百万円の計算上、差し引かれた出再支払備金戻入額は

1,420百万円であります。
　　④ 責任準備金戻入額1,700百万円の計算上、差し引かれた出再責任準備金繰

入額の該当はありません。
　　⑤ 利息及び配当金収入の内訳は次のとおりであります。

預 貯 金 利 息 78百万円
有 価 証 券 利 息 824百万円

計 902百万円
　　⑥金銭の信託運用益には、評価益が536百万円含まれております。
⑷ 　当事業年度における法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率と
の差異については、次のとおりであります。

　法定実効税率 27.92％
（調整）
　交際費等の損金不算入額 0.45％
　住民税均等割等 0.09％
　その他 0.36％
　税効果会計適用後の法人税等の負担率 28.82％



⑸ 　責任準備金戻入額の内訳は次のとおりであります。
普通責任準備金戻入額 1,351百万円
異常危険準備金戻入額 349百万円

計 1,700百万円
⑹　金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。


